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1 は じ め に

パーソナルコンピュータ利用による経営診断設計を行う

ため,昭和59年度までに①「複合経営診断設計システム」

②「線型計画法利用システム」及び③「技術選択式経営設

計システムJを開発し,現在 .農業改良普及指導に活用し

ている。これらのシステムのうち,品目ごとに部分技術を

自由に選択し体系的に組立てかつその費用試算を能率的に

処理することを目的として開発した 跛 術選択式経営設計

システム」について報告する。

2 システムの概要

(1)システムの基本的方式

1)技術体系の組立てについては,「系単元法 (module

nlethod)」)を採用し,この手法を応用した。

2珪産コストを自動的に算出する方式については,技術

データとそれに関連する生産材の価格データを連結して処

理する方式とした。

●)技術単位と価格データの登録

1)品目ごとに技術体系の構成要素となる技術単位を体系

的に準備する。

2瑕術単位ごとに作業期間,作業能率,使用する大農具 ,

′l漂 ,資材等のデータを作成し,技術単位フロッピーディ
スケットに登録する。

8節 データに関踵する生薦材の価格データを価格フロッ
ピーディスケットに登録する。

●)プログラムの構成と処理の手順

,)プログラムは19種類 176KBであり,主として技術単

位・価格データ入力処理プログラムと技術体系組立て
。費

用試算プログラムの2部分から成っており(図 1),メ ニュ

ー方式で選択して処理を行う。

2肢術体系組立てから費用試算までの処理手順は,「技

術体系組立て」→「技術係数変更」→「規模指定J→「技

術体系表作成J→「部分作業限界の検討J→「機械利用・

投 ド労働配分の作表・作図J→「作業日程図作成」→「費

用試算Jである(図 2)。 なお,出力帳表の例として水稲

(稚苗・ 10施 )の技術体系表を示す (図 3)。
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図 1 プログラムの構成
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図 3 技術体系表

3 データ構成の概要

(1)技術単位データの構成

技術単位データは 〔分類コード〕一 〔作業分類〕 ―

(設計方法コード〕一 〔期間数値)― (労働数値〕― 〔設

計数値〕― (大農具 (4種類 )〕 一 〔イ濃 具 (4種類 )〕 ―

〔資材 (る 種類 )〕 から構成される。これらのデータによ

り,(設計方法コード〕では機械作業か手作業か,また ,
自己作業か委託作業か,更に毎日行う作業か期間内に行う

作業かなどの処理方法を判別し,〔期間数値〕では作業期

間や作業可能日数率を判別し,〔労働数値〕では組人員や

一日の作業時間・実作業率を判別し,〔設計数値では技術

単位の基本規模単位と 1時間当たりの作業能率を判別し各

種の処理を行う。

2)価格データの構成

価格データは,大農具,小農具,資材から成り立ち,大

農具データは (名称。型式〕一 〔償却費〕一 〔税公課〕一

〔保険料〕― 〔修理費〕一 〔車庫費〕一 〔潤滑油費)によ

り構成され,小農具データは 〔名称〕一 〔価格〕により構

成され,資材データは 〔名称〕一 〔費用分類〕― 〔価格〕

により構成される。これらの各名称がコードとして扱われ

て検索処理が行われ,自動的に費用計算が行われる。

4 結     果

(1)システム化の効用

①技術体系の組立てに要する時間は一度の処理につき 1

～2時間であり,手作業に比較し極めて迅速に処理できる。

②部分技術や資本装備の異なる多種類の技術体系の組立て

ができ,更に組立てた技術体系の係数を部分的に修正でき

る。③作業日程や規模拡大の限界の検討ができる。④費用

試算を短時間に正確にできる。⑤価格データが独立してい

ることから価格が変動した場合の再計算が容易である。⑥

結果を図表として提示するので便利である。

(" 問題点

①技術単位の作成にはかなりの労力を必要とする。②技

術単位の選択組み合せが少ない品日では効果が小さい。③

技術単位の選択・組み立てには栽培技術の基礎知識が必要

である。④同一品日で多数の作型の技術体系を作成する場

合は,作業時期や能率の異なった類似する技術単位を数多

く準備する必要がある。③現システムは収益及び施設コス

トの計算を行うことができない。

5 ま  と  め

「系単元法Jに基づき,パーソナルコンピュータを用い

て自在かつ能率的に技術体系の組立てと費用試算を行うシ

ステムを開発し,普及活動における経営指導の効果を高め

ている。このシステムでは収量水準に応じた部分技術とし

てどの部分技術を選択すればよいかなどはシステム利用者

が実際の技術水準を考慮して対応する以外に方法はなく,

収量水準決定まで含めた処理方法の開発が今後の問題とし

て残されている。しかし,こ の点を除けば技術体系の組立

てとその利用による技術体系の改善検討の効果は大きい。

今後は収益性を算出可能とし,更に複数作日の組合わせが

可能となるようにシステム改良を行い,農場設計診断への

応用を行うこと等が考えられる。
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